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（公社）長崎法人会だより
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○
「
醍
醐
寺
の
桜
」�

表　

紙　

赤
間　

正
義

○
「
築
１
２
６
年
の
伝
統
的
建
造
物
で
過
ご
す

　
　

ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
長
崎
グ
ラ
バ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
で

　
　
　
　
　
　
　

��

時
空
を
「
さ
る
く
」
よ
う
な
体
験
を
」

　
　

ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
長
崎
グ
ラ
バ
ー
ス
ト
リ
ー
ト

�
総
支
配
人　

丹
羽　

秀
之
…
…
３

○
シ
リ
ー
ズ
「
よ
そ
も
ん
」
に
よ
る
長
崎
再
考

　
〝
２
つ
の
驚
き
と
４
つ
の
学
び
、
そ
し
て
新
Ｄ
Ｎ
Ａ
〟

　
　
　

株
式
会
社
長
崎
文
献
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

片
山　

仁
志
…
…
６

○
長
崎
の
美
術
あ
れ
こ
れ
（
そ
の
３
）

　
　
　

長
崎
県
美
術
館　

学
芸
員
（
保
存
修
復
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

詩
野
子
…
…
８

○
会
社
紹
介

　
　

チ
ョ
ー
コ
ー
醬
油 

株
式
会
社

代
表
取
締
役　

西　

英
一
郎
…
…
10

○
長
崎
法
人
会
か
ら
の
お
知
ら
せ�

…
…
…
…
…
…
…
…
12

○
税
務
広
報
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

○
税
務
研
修
会
の
ご
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

○
公
開
講
演
会
・
租
税
教
室
開
催
・
協
会
け
ん
ぽ
…
…
17

○
会
務
日
誌
・
事
務
局
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
18

○
広
告
（
ア
フ
ラ
ッ
ク
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

○
広
告
（
大
同
生
命
・
Ａ
Ｉ
G
）
…
…
…
…
…
…
…
…
20

◆
目
　
　
　
次
◆

４, １

　

平
安
時
代
か
ら
「
花
の
醍
醐
」
と
呼

ば
れ
、
京
都
を
代
表
す
る
桜
の
名
所
。

　

し
だ
れ
桜
・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
山
桜
・

八
重
桜
な
ど
、
七
〇
〇
本
余
り
の
桜
が

咲
き
誇
る
様
子
は
実
に
美
し
く
〝
日
本

の
春
〟
を
感
じ
る
。

　

豊
臣
秀
吉
が
晩
年
、
贅
を
尽
く
し
た

「
醍
醐
の
花
見
」
を
行
っ
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
、
散
り
ゆ
く
様
は
、
人
の
世
の

は
か
な
さ
も
感
じ
る
。

表
紙
紹
介

 

「
醍
醐
寺
の
桜
」

赤　

間　

正　

義

長
崎
県
美
術
協
会�

会
員

行 事 予 定

○  ５月12日（月）
　青年部会 「第14回定時連絡協議会」
　会　場：ホテルニュー長崎

○  ５月20日（火）
　女性部会 「第14回定時連絡協議会」
　会　場：サンプリエール

○  ６月11日（水）
　午後１時00分　第14回定時総会
　午後２時30分　記念公開講演会
　講　師：日本マイクロソフト株式会社
　　　　　業務執行役員 エバンジェリスト
　　　　　　西脇　資哲 氏
　テーマ（仮）：DX改革 
　　〜デジタル技術による業務やビジネスの変革〜

　会　場：ホテルニュー長崎



（公社）長崎法人会だより

「築126年の伝統的建造物で過ごす
 ホテルインディゴ長崎グラバーストリートで

時空を「さるく」ような体験を」
ホテルインディゴ長崎グラバーストリート

⑶

　

⾊
彩
が
際
⽴
ち
異
国
情
緒
あ
ふ
れ

る
街
、
長
崎
・
南
山
⼿
エ
リ
ア
に

て
、
ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
長
崎
グ
ラ

バ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
は
２
０
２
４
年
12

月
13
日
（
金
）
に
開
業
い
た
し
ま
し

た
。「
ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
」
と
し
て

は
日
本
で
５
軒
目
、
九
州
で
は
初
上

陸
と
な
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ

ゴ
は
、
そ
の
街
の
個
性
と
そ
の
土
地

な
ら
で
は
の
歴
史
や
カ
ル
チ
ャ
ー
を
、

ホ
テ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
や
ア
ー
ト
、
ス

ト
ー
リ
ー
テ
ラ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
通
し
て
ゲ
ス
ト
に
お
届
け
す
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ

ル
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
長
崎
法
人
会
の

皆
様
に
も
当
ホ
テ
ル
の
魅
力
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
特
徴
を

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
さ
せ
て
く
だ

さ
い
ま
せ
。

■
伝
統
的
建
造
物
を
保
存
・
復
元
・
活

用
し
ホ
テ
ル
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
長
崎
グ
ラ
バ
ー

ス
ト
リ
ー
ト
が
位
置
す
る
南
山
⼿
エ
リ

ア
は
、
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る

重
要
文
化
財
「
旧
グ
ラ
バ
ー
住
宅
」
や

国
宝
「
大
浦
天
主
堂
」
な
ど
文
化
観
光

の
集
積
地
と
し
て
、
西
洋
と
東
洋
の
風

習
や
文
化
が
交
差
し
な
が
ら
独
自
に
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
当
ホ
テ
ル
の
本
館

の
建
物
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
に
よ

聖堂だった空間を活かしたレストラン「カテドレクラ」



（公社）長崎法人会だより ⑷

り
１
８
９
８
年
に
修
道
院
と
し
て
竣
工

し
、
幼
稚
園
な
ど
と
し
て
も
地
域
に
親

し
ま
れ
、
国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
伝
統
的
建
造
物
に
特
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
元
の
皆
様
に
愛

さ
れ
、
歴
史
的
・
文
化
的
に
も
唯
一
無

二
で
あ
る
建
造
物
を
未
来
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
赤
煉
瓦

造
り
の
外
観
や
、
ア
ー
チ
型
の
窓
や
白

い
鎧
戸
、
美
し
く
煌
め
く
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
と
高
さ
約
10
ｍ
の
天
井
高
が
印
象

的
な
旧
聖
堂
な
ど
、
建
物
の
特
徴
を
保

存
・
復
元
・
活
用
し
な
が
ら
、
ホ
テ
ル

に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
ホ
テ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
上
に

あ
る
「
ミ
カ
エ
ル
像
」
は
建
物
が
竣
工

し
た
１
２
７
年
前
に
大
浦
天
主
堂
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ミ
カ

エ
ル
像
の
背
中
側
を
見
ら
れ
る
お
部
屋

に
も
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
長
崎
の
文
化
や
歴
史
を
デ
ザ
イ
ン
に

取
り
入
れ
た
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る
館
内

　

開
国
後
、
世
界
各
国
か
ら
貿
易
商

人
や
宣
教
師
た
ち
が
降
り
⽴
ち
、
居

留
地
が
形
成
さ
れ
た
長
崎
・
南
山
⼿

エ
リ
ア
。
当
ホ
テ
ル
は
日
本
の「
和
」、

中
国
の
「
華
」、
そ
し
て
オ
ラ
ン
ダ

の
「
蘭
」、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
混

ざ
っ
た
「
和わ

・
華か

・
蘭ら
ん

文
化
」
と
呼

ば
れ
る
長
崎
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
踏
襲
し
、

「
時
空
を
旅
す
る
和·

華
・
蘭
ラ
ビ
リ

ン
ス
」
を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
て
い
ま
す
。

　

ロ
ビ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
は
か
つ
て
の
商
人

達
が
親
交
を
深
め
た
社
交
場
を
イ
メ
ー

ジ
。
扇
形
に
作
ら
れ
た
出
島
の
形
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
ラ
グ
や
、
鮮
烈
な
⾊
で

豪
華
絢
爛
な
模
様
の
長
崎
更
紗
を
表
現

し
た
タ
イ
ル
床
な
ど
、
非
日
常
的
か
つ

個
性
的
な
ギ
ミ
ッ
ク
で
、
改
め
て
長
崎

の
エ
リ
ア
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
空
間
に
し
て
い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
に
向
か
う
廊
下
は
長
崎
市
に
広
が
る

石
畳
や
煉
瓦
を
モ
チ
ー
フ
化
し
た
デ
ザ

イ
ン
に
し
て
お
り
、
ま
る
で
長
崎
の
街

を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
る
（
＝
さ
る

く
）
か
の
様
な
、
異
国
の
雰
囲
気
を
感

じ
さ
せ
る
モ
ダ
ン
な
設
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
に
入
る
と
、
商

人
達
が
持
ち
込
ん
だ
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
テ

イ
ス
ト
な
設
え
や
出
島
の
壁
紙
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
唐
紙
を
デ
ザ
イ
ン
に
施

さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ア
、
当
ホ
テ
ル
か
ら

望
む
山
あ
い
の
風
景
や
、
異
国
か
ら
訪

れ
た
船
が
浮
か
ぶ
長
崎
湾
の
風
景
が
描

か
れ
た
屏
風
ア
ー
ト
な
ど
、
か
つ
て
の

長
崎
に
想
い
を
馳
せ
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
館
と
北
館
を
合
わ
せ
た
ゲ
ス
ト

ル
ー
ム
は
10
タ
イ
プ
全
66
室
。
女
神

大
橋
が
見
え
る
お
部
屋
や
テ
ラ
ス
付

き
の
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
、
世
界
遺
産

明治時代の伝統的建造物を保存・復元・活用したホテル外観



（公社）長崎法人会だより⑸

の
造
船
所
や
ク
ル
ー
ズ
船
が
来
航
し

た
際
に
は
目
の
前
で
見
ら
れ
る
窓
の

大
き
な
お
部
屋
な
ど
、
長
崎
の
絶
景

を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
お
部
屋
を

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
歴
史
、文
化
、

長
崎
ら
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
ホ
テ
ル

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
会
い

と
発
見
に
満
ち
た
滞
在
を
お
是
非
ご

体
験
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
長
崎
の
食
文
化
と
異
文
化
の
交

わ
り
を
感
じ
る
聖
堂
レ
ス
ト
ラ
ン

「R
estaurant C

athedréclat
」

　

美
し
く
煌
め
く
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
に
、
約
10
ｍ
も
の
天
井
高

を
も
つ
、
か
つ
て
聖
堂
だ
っ
た

空
間
を
活
か
し
た
「Restaurant�

Cathedréclat

（
カ
テ
ド
レ
ク

ラ
）」。「
新
た
な
異
文
化
が
交
わ

る
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」
を
サ
ー

ビ
ス
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
四
季

折
々
の
旬
な
長
崎
食
材
と
和
・

華
・
蘭
の
技
法
を
取
り
入
れ

た
、
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
フ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
料
理
を
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。
地
元
・
長
崎
の
厳

選
さ
れ
た
食
材
を
堪
能
す
る
シ

グ
ネ
チ
ャ
ー
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス

「B
lanche

」
で
は
、
季
節
に

合
わ
せ
て
長
崎
の
旬
の
魚
介
を

使
っ
た
魚
料
理
や
長
崎
で
〆
に

好
ん
で
食
べ
ら
れ
る
お
に
ぎ
り
を
使
っ

た
お
茶
漬
け
な
ど
、
長
崎
の
食
文
化
と

異
文
化
の
交
わ
り
を
感
じ
る
全
6
品
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
で
は
ホ
テ

ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
長
崎
バ
ー
ガ
ー
や
、
長

崎
和
牛
南
蛮
カ
レ
ー
な
ど
の
ア
ラ
カ
ル

ト
を
ご
用
意
。
洋
ス
タ
イ
ル
と
和
ス
タ

イ
ル
の
メ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
か
ら
お
選
び

い
た
だ
け
る
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ

ル
の
ご
朝
食
や
、
ラ
ン
チ
や
デ
ィ
ナ
ー

は
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
本
館
の
2
階
に
は
10
名
様
ま

で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ル
ー
ム
も
ご
ざ
い
ま
す
。
聖
堂
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
一
望
で
き
る
空
間
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
大
切
な
方
と
の

特
別
な
記
念
日
利
用
に
も
お
す
す
め

で
す
。

■
新
し
い
プ
ラ
ン
も
続
々
ス
タ
ー
ト

人
力
車
体
験
や
着
物
着
付
け
体
験
な

ど
も
楽
し
め
る

　

ホ
テ
ル
か
ら
出
発
し
て
南
山
⼿
を

巡
る
長
崎
人
力
車
体
験
や
、
出
島
で

ハ
イ
カ
ラ
着
物
を
一
日
レ
ン
タ
ル
し

て
長
崎
市
内
を
さ
る
く
体
験
な
ど
、

ま
る
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
、
時
が
煌
め
き
、
時
空
を
「
さ
る

く
」、
唯
一
無
二
の
長
崎
体
験
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

正
式
名
称　

ホ
テ
ル
イ
ン
デ
ィ
ゴ
長
崎
グ
ラ
バ
ー
ス
ト
リ
ー
ト

総
支
配
人　

丹
羽
秀
之

開 

業 

日　

２
０
２
４
年
12
月
13
日
（
金
）

所 

在 

地　

〒
８
５
０

－

０
９
３
１ 

長
崎
県
長
崎
市
南
⼭
⼿
町
12
番
地
17

ア
ク
セ
ス　

長
崎
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
約
８
分

客　
　

室　

全
66
室
（
26
㎡
〜
67
㎡
）

設　
　

備　

本
館
：
地
上
３
階
（
地
下
１
階
）、
北
館
：
地
上
３
階

本
館
地
下
１ 

階
：
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
、
１
階
：
フ
ロ
ン
ト
、
ロ
ビ
ー
、

ラ
ウ
ン
ジ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「R

estaurant C
athedréclat

」、

駐
車
場
（
３
台
）

W
eb
サ
イ
ト

　

https://nagasaki.hotelindigo.com
 

Instagram
　

https://w
w

w
.instagram

.com
/hotelindigonagasaki/

春のシグネチャーディナーメニュー「ブランシュ」

かつての商人達が親交を深めた社交場をイメージしたロビー



（公社）長崎法人会だより ⑹

株式会社長崎文献社　会長　片山　仁志

　

経
済
力
が
乏
し
い
地
域
に
、
地
銀

2
行
が
凌
ぎ
を
削
っ
て
い
た
こ
と
も
不

思
議
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
両
行

は
合
併
、
金
融
秩
序
は
安
定
し
、
新
産

業
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
、
都
市
再
開

発
や
新
産
業
の
活
性
化
、
交
流
拠
点
の

整
備
等
で
賑
わ
い
を
増
し
、
発
展
の
兆

し
が
顕
著
で
あ
る
。
長
崎
経
済
の
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
で
あ
る
。

②
リ
レ
ー
方
式
の
西
九
州
新
幹
線

　

今
一
つ
驚
い
た
の
は
、
西
九
州
新
幹

線
が
リ
レ
ー
方
式
で
し
か
開
通
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
誰
も
が

残
念
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
私

は
悲
観
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
は
福
岡

ま
で
延
伸
さ
れ
、
長
崎
・
東
京
間
が
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
も
あ
っ
て

5
時
間
程
度
に
な
る
、
人
流
・
物
流
が

画
期
的
に
増
え
長
崎
の
飛
躍
に
つ
な
が

る
、
と
期
待
し
て
い
る
。
た
だ
、
時
の

喪
失
感
は
何
と
も
耐
え
難
い
。

「
4
つ
の
学
び
」

　

驚
き
の
一
方
で
、
長
崎
で
過
ご
し
た

か
ら
こ
そ
の
学
び
も
多
い
。「
悠
（
心

の
広
い
）
人
」
の
先
輩
や
仲
間
と
の
交

流
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ

が
、
長
崎
の
歴
史
文
化
か
ら
の
学
び
や

国
境
を
超
え
た
友
情
、
世
界
の
子
ど
も

達
の
平
和
へ
の
思
い
な
ど
、
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
い
。

　

丁
度
50
歳
の
時
、
長
崎
に
ご
縁
を
い

た
だ
い
て
か
れ
こ
れ
30
年
に
な
る
。
長

崎
、
佐
世
保
に
住
み
、
仕
事
の
関
係
か

ら
県
内
隈
な
く
探
訪
し
、
各
地
の
魅
力

を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

長
崎
で
、
社
会
人
生
活
の
半
分
以
上

の
歳
月
を
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
本

人
は
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
る
つ
も
り

だ
が
、
れ
っ
き
と
し
た
よ
そ
も
ん
。
そ

の
証
拠
に
行
先
表
示
の
土
地
勘
が
な
く
、

不
安
で
未
だ
に
バ
ス
に
の
り
き
れ
な
い
。

長
い
年
月
を
経
て
の
感
想
で
、
新
鮮
さ

に
欠
け
る
が
ご
容
赦
願
い
た
い
。

「
２
つ
の
驚
き
」

①
脆
弱
な
経
済
力

　

驚
き
の
一
つ
は
、
経
済
力
が
脆
弱
な

こ
と
で
あ
っ
た
。
私
は
、
日
本
銀
行
で

27
年
す
ご
し
、
長
崎
の
直
前
は
島
根
県

の
松
江
に
い
た
。
松
江
支
店
は
、
島
根

県
、
鳥
取
県
の
2
県
を
担
当
し
て
い
る

が
、
経
済
的
に
は
豊
か
で
は
な
い
。
と

こ
ろ
が
長
崎
の
経
済
指

標
も
、
山
陰
同
様
都
道

府
県
の
下
位
グ
ル
ー
プ

で
あ
っ
た
。
離
島
が
多

く
、
造
船
業
の
衰
退
な

ど
に
よ
る
と
説
明
を
受

け
た
が
、
長
崎
ブ
ラ
ン

ド
か
ら
感
じ
る
イ
メ
ー

ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
大

き
く
、
驚
い
た
。

◎プロフィール
　東京都出身

　親和銀行、テレビ長崎を経て現職。

　この間、グラバー園、経済諸団体、

　ボランティア活動等に関与。

“ ２つの驚きと４つの学び、
そして新DNA”

①
植
民
地
化
を
守
っ
た
天
正
遣
欧
少
年

　

使
節

　
突
拍
子
も
な
い
こ
と
と
笑
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
文
化

に
触
れ
る
に
つ
け
、
戦
国
時
代
（
世
界
史

で
は
大
航
海
時
代
）
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な

ど
の
植
民
地
化
構
想
か
ら
日
本
を
守
っ
た

の
は
、
異
教
に
寛
大
だ
っ
た
織
田
信
長
と

天
正
遣
欧
少
年
使
節
（
す
な
わ
ち
長
崎
の

キ
リ
シ
タ
ン
文
化
）
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

南
島
原
を
拠
点
に
活
躍
し
た
イ
エ
ズ

ス
会
の
巡
察
使
バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
、
日

本
人
の
資
質
を
高
く
評
価
、「
日
本
は
植

民
地
に
馴
染
ま
な
い
」（
意
訳
）
と
ロ
ー

マ
法
王
庁
に
報
告
す
る
一
方
、
そ
れ
を

証
明
す
る
た
め
に
、
１
５
８
２
年
（
同

年
本
能
寺
の
変
で
信
長
は
死
去
）、
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
の
名
代
と
し
て
南
島
原

に
設
置
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
少
年
4
人

を
ロ
ー
マ
に
派
遣
し
た
。
法
王
に
謁
見

し
た
4
人
は
「
日
出
ず
る
東
洋
か
ら
の

使
者
」
と
し
て
厚
遇
さ
れ
、
資
質
の
高

さ
（
礼
儀
正
し
さ
、
威
厳
）
を
国
際
的

に
証
明
し
た
。
現
に
ロ
ー
マ
各
地
に
少

年
使
節
の
肖
像
画
が
残
っ
て
い
る
。

　

少
年
使
節
の
功
績
は
、
秀
吉
以
降
、

「
禁
教
令
」
に
よ
り
日
本
の
歴
史
上
か

ら
忘
れ
去
ら
れ
た
が
、
日
本
に
と
っ
て

い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と

思
っ
て
い
る（
注
）。
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の
近
代
」
は
秀
逸
な
作
品
で
あ
る
。

　

孟
子
に
「
読
書
尚
友
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
書
物
を
読
み
、
昔
の
賢
人
を

友
と
し
て
学
ぶ
、
と
い
う
意
味
だ
そ
う

だ
が
、
時
間
の
許
す
限
り
、
長
崎
に
縁

の
あ
る
偉
人
を
も
っ
と
尚
友
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
（
長
崎
文
献
社
発
行　

長
崎
歴
史
１
０
０
人
事
典
、
偉
人
伝
シ

リ
ー
ズ
等
）。

③
国
境
を
超
え
た
友
情
「
あ
り
が
と
う

　

な
が
さ
き
」

　

コ
ロ
ナ
期
、
長
崎
港
に
停
泊
し
て
い

た
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
組
員
に
感
染
者
が

1
人
発
生
、
震
撼
と
し
た
。
し
か
し

１
５
０
名
ほ
ど
の
乗
組
員
に
奇
跡
的
に

死
者
は
出
な
か
っ
た
（
長
崎
の
コ
ロ
ナ

死
者
１
６
４
人
）。
長
崎
蘭
学
の
流
れ

を
く
む
長
崎
大
学
の
感
染
症
医
療
体
制

が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
一
方
、
日

常
生
活
物
資
の
提
供
や
患
者
の
搬
送
、

研
究
開
発
資
金
の
寄
付
等
市
民
の
協
力

の
輪
が
拡
が
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
け
長
崎
港
を
離
岸

す
る
ア
ト
ラ
ン
チ
カ
号
の
デ
ッ
キ
に
、

た
ど
た
ど
し
い
ひ
ら
が
な
で
「
あ
り
が

と
う　

な
が
さ
き
」
の
横
断
幕
が
掲
げ

ら
れ
た
。
ま
た
「T

hank�you�very�
m
uch�JA

PA
N

」
の
大
き
な
感
謝
の

声
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
感

染
へ
の
恐
怖
を
共
有
し
た
か
ら
こ
そ
育

ま
れ
た
「
国
境
を
越
え
た
友
情
」
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
の
教
訓
を

学
ん
だ
。

④
世
界
の
子
ど
も
達
の
平
和
へ
の
思
い

　

10
年
ほ
ど
前
か
ら
、
長
崎
の
キ
ワ
ニ

ス
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
達
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

い
る
。
⼿
作
り
の
小
さ
な
純
白
の
人

形
（
キ
ワ
ニ
ス
ド
ー
ル
）
の
小
児
病
棟

へ
の
寄
贈
や
障
害
者
福
祉
、
地
球
市
民

フ
ェ
ス
、
恐
竜
ま
つ
り
な
ど
子
ど
も
対

象
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

る
。
長
崎
大
学
や
純
心
中
学
の
学
生
に

も
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

ピ
カ
ソ
の
反
戦
壁
画
「
ゲ
ル
ニ
カ
」

と
同
じ
大
き
さ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
平

和
へ
の
願
い
を
描
く
国
際
的
な
活
動
が

あ
る
。
キ
ワ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
ス
ペ

イ
ン
の
ゲ
ル
ニ
カ
以
上
の
惨
状
と
な
っ

た
長
崎
で
、
子
ど
も
が
描
く
「
キ
ッ

ズ
ゲ
ル
ニ
カ
」
展
を
主
催
し
て
い
る
。

（
注
）
参
考
文
献
と
し
て
、
南
島
原
市
発

行
の
関
連
書
籍
や
宣
教
師
達
の
法
王
あ

て
の
⼿
紙
を
読
み
込
み
著
述
し
た
名
著

「
ク
ア
ト
ロ
ラ
ガ
ッ
ツ
イ
」（
若
桑
み
ど

り
著
）、
ご
く
最
近
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
長
崎
の
特
集
「
世
界
を
見
た
若
者
た

ち
」
等
が
あ
る
。

②
豊
饒
な
長
崎
偉
人
と
「
読
書
尚
友
」

　

長
崎
が
輩
出
し
た
偉
人
と
長
崎
で
学

び
巣
⽴
っ
た
多
く
の
賢
人
達
が
、
日
本

の
近
代
化
の
礎
を
つ
く
っ
た
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。
興
味
深
い
人
は
数

多
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
敢
え
て
長
崎

蘭
学
の
大
家
吉
雄
耕
牛
と
芸
術
家
永
見

徳
太
郎
の
二
人
を
紹
介
し
た
い
。

　

耕
牛
は
、
外
科
の
蘭
方
医
で
も
あ
り
、

全
国
か
ら
長
崎
に
集
ま
っ
た
門
弟
は
杉

田
玄
白
ら
江
戸
蘭
学
者
を
含
め
６
０
０

～
１
０
０
０
名
と
も
い
わ
れ
る
。
長
崎

蘭
学
は
、
出
島
を
通
じ
て
西
洋
の
知
識
・

技
術
を
受
入
れ
、「
日
本
は
鎖
国
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
さ

れ
る
ほ
ど
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

永
見
は
、
豪
商
の
一
方
、
芥
川
龍

之
介
、
菊
池
寛
ら
多
く
の
文
学
者
と

交
流
し
、
自
ら
も
創
作
活
動
に
勤
し

み
、
芸
術
作
品
も
大
量
に
収
集
し
た
。

出
島
貿
易
で
富
を
な
し
た
人
物
が
、

文
化
の
世
界
に
も
華
を
咲
か
せ
る
長

崎
人
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感
じ

入
っ
た
。
長
崎
県
美
術
館
が
ま
と
め
た

「
浪
漫
の
光
芒

－

永
見
徳
太
郎
と
長
崎

い
つ
も
内
外
か
ら
多
く
の
力
作
が
寄
せ

ら
れ
、
優
秀
作
品
が
キ
ワ
ニ
ス
の
ア
メ

リ
カ
本
部
正
面
玄
関
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
千
羽
鶴
の
再
生
紙
に
、
平
和
を
願

う
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
数
百
点
以

上
の
灯
篭
を
、
毎
年
爆
心
地
の
下
の
川

に
流
し
て
い
る
。
紛
争
地
の
子
ど
も
達

も
大
勢
参
加
す
る
。
き
な
臭
い
匂
い
が

後
を
絶
た
な
い
世
情
、
描
く
筆
に
込
め

ら
れ
た
世
界
中
の
子
ど
も
達
の
平
和
へ

の
真
摯
な
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

心
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
長
崎
か
ら
発

信
す
る
意
義
を
味
わ
っ
て
い
る
。

「
新
Ｄ
Ｎ
Ａ
」

　

長
崎
は
、
世
界
史
の
渦
と
日
本
史
の

激
動
の
中
で
、
時
に
豊
か
で
平
和
に
、

時
に
苦
し
く
困
難
な
、
幾
多
の
ド
ラ
マ

を
演
じ
て
き
た
。
そ
こ
に
長
崎
ら
し
い

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
育
ま
れ
、
息
づ
い
て
き
た
。

　

し
か
し
今
、
人
口
流
出
、
過
疎
化
等

重
篤
な
荒
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
た

だ
、
①
日
本
の
近
代
化
を
リ
ー
ド
し
た

歴
史
文
化
に
誇
り
を
も
ち
、
②
今
の
躍

動
を
自
負
し
、
そ
の
上
③
若
者
に
夢
を

与
え
ら
れ
る
未
来
図
を
描
く
、
こ
と
が

で
き
れ
ば
、「
幸
せ
」
を
実
感
で
き
る

新
長
崎
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
曙
光
が
見
え
て
く

る
、
と
期
待
し
て
い
る
。

　

ふ
つ
つ
か
な
よ
そ
も
ん
と
し
て
、
長

崎
の
こ
と
を
応
援
し
続
け
る
こ
と
を
誓

い
た
い
。　

キッズゲルニカ
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今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、
長
崎
県
美

術
館
で
取
り
組
ん
で
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
保
存
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

長
崎
県
美
術
館
は
、
２
０
２
５
年
３

月
の
時
点
で
、
約
８
９
０
０
点
の
美
術

作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

は
、絵
画（
日
本
画
、油
彩
画
、版
画
等
）、

彫
刻
（
ブ
ロ
ン
ズ
、
鉄
等
）、
工
芸
（
陶

磁
器
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
等
）、
写
真
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。「
保

存
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
物
理
的
、
化
学
的
に
安
定
し
た
状
態

に
保
ち
、
展
示
に
活
用
し
て
い
く
と
同

時
に
、
後
の
世
代
に
も
伝
え
て
い
く
た

め
の
活
動
で
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公

開
し
、皆
さ
ん
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う「
展

示
」
は
、
美
術
館
の
役
割
の
一
つ
で
す

が
、
そ
れ
を
恒
久
的
に
支
え
て
い
く
の

が
「
保
存
」
だ
と
い
え
ま
す
。

　
「
保
存
」
は
、大
き
く
「
予
防
」
と
「
修

復
」の
二
つ
の
活
動
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

①
予
防
―
劣
化
が
進
ん
だ
り
、
損
傷
が

発
生
し
た
り
し
な
い
よ
う
、

周
囲
の
環
境
を
整
え
る
。

②
修
復
―
傷
ん
だ
作
品
に
対
し
、
処
置

を
施
し
て
作
品
の
状
態
を
改

善
し
、
展
示
活
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

①
予
防

　

美
術
作
品
は
た
く
さ
ん
の
素
材
で
成

り
⽴
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
油
彩
画

で
あ
れ
ば
、布
、油
絵
具
、ワ
ニ
ス
（
樹

脂
）、日
本
画
で
あ
れ
ば
、紙
、顔
料
、膠
、

版
画
で
あ
れ
ば
、
紙
、
イ
ン
ク
な
ど
で

す
。
現
代
美
術
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
多

く
の
素
材
で
成
り
⽴
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
素
材
は
日

常
の
環
境
で
は
、
紫
外
線
や
湿
気
な
ど

の
影
響
を
受
け
、
物
理
的
・
化
学
的
変

化
を
起
こ
し
、
次
第
に
劣
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
こ
で
美
術
館
で
は
、
素
材
が

劣
化
し
に
く
い
環
境
を
保
つ
こ
と
で
、

作
品
を
ま
も
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

展
示
室
や
収
蔵
庫
は
一
般
的
に
日
光
が

入
ら
な
い
設
計
と
し
、
紫
外
線
や
熱
を

伴
う
赤
外
線
が
ほ
ぼ
発
生
し
な
い
照
明

を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
温
度
や

湿
度
は
一
定
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

②
修
復

　

劣
化
・
損
傷
が
著
し
く
進
ん
で
い
る

場
合
は
、
修
復
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
修
復
は
素
材
や
、
日
本
画
、

油
彩
画
、
彫
刻
な
ど
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル

に
よ
っ
て
、
考
え
方
や
処
置
方
法
が
異

な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
油
彩
画
の
修
復

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
傷
み
の
種
類
や

度
合
い
に
よ
っ
て
、
処
置
の
方
法
は

様
々
で
す
が
、
目
的
に
よ
り
大
き
く

２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

Ａ
．
損
傷
に
対
し
、
構
造
上
の
安
定
を

は
か
る
処
置

Ｂ
．
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
の
回
復
を
は
か

る
処
置

　

Ａ
は
、
損
傷
が
進
む
こ
と
を
食
い
止

め
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

絵
具
が
剥
離
（
ひ
び
割
れ
て
め
く
れ
あ

が
っ
て
い
る
状
態
）
し
て
い
る
と
、
剥

離
部
分
か
ら
絵
具
が
剥
が
れ
落
ち
て
し

ま
う
な
ど
、
損
傷
が
広
が
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
剥
離
部
分
に
接
着
剤

を
入
れ
、
専
用
の
鏝
で
押
さ
え
て
剥
離

部
分
を
補
強
、
安
定
化
さ
せ
ま
す
。

　

Ｂ
は
、
作
品
の
見
え
に
関
す
る
も
の

で
、
ワ
ニ
ス
除
去
や
補
彩
と
い
っ
た
処

置
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
ワ

ニ
ス
除
去
は
、
時
と
と
も
に
褐
⾊
に
変

⾊
し
た
ワ
ニ
ス
（
油
彩
画
の
表
面
に
塗

る
透
明
な
保
護
剤
）
を
と
る
作
業
で

す
。
ワ
ニ
ス
を
拭
い
去
る
こ
と
で
、
全

体
に
黄
ば
ん
で
見
え
て
い
た
画
面
の
下

か
ら
鮮
や
か
な
⾊
調
が
現
れ
る
こ
と
が

多
く
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
印
象
を
与

え
る
た
め
か
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
修
復
と
い
え
ば
、
こ
の
ワ
ニ
ス

絵具の剥離部分に筆で接着剤を入れ、
固着強化をしているところ。

（その３）

長崎県美術館　学芸員（保存修復担当）　大 場　詩野子



（公社）長崎法人会だより⑼

除
去
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
上
記
以
外
に
も
、
実
に
様
々
な
種
類
の

作
業
が
あ
り
、
作
品
の
素
材
や
傷
み
の
種

類
に
よ
っ
て
修
復
に
使
う
材
料
や
方
法
を

選
択
し
ま
す
。
ま
た
、
科
学
技
術
の
発
展

と
と
も
に
、
新
た
な
材
料
の
導
入
や
方
法

の
改
良
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

修
復
は
、
行
う
こ
と
で
、
作
品
の
形

態
や
外
観
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

場
合
や
、
構
成
素
材
を
潜
在
的
に
傷
め

て
し
ま
う
危
険
性
も
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
美
術
作
品
で
あ
る
と
同

時
に
歴
史
の
証
人
で
も
あ
る
作
品
の
、

本
来
の
姿
を
な
る
べ
く
損
な
わ
な
い
よ

う
に
、
可
逆
性
の
あ
る
修
復
材
料
と
方

法
を
用
い
、
必
要
最
小
限
の
処
置
に
と

ど
め
る
こ
と
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

【
長
崎
県
美
術
館
の
保
存
修
復
室
】

　

長
崎
県
美
術
館
で
は
、
保
存
の
活
動

の
う
ち
、
油
彩
画
の
修
復
を
館
内
に
設

け
ら
れ
た
保
存
修
復
室
で
行
っ
て
い
ま

す
。
室
内
は
、
展
示
室
や
収
蔵
庫
と
同

様
に
、
温
湿
度
が
一
定
に
保
た
れ
て
お

り
、
有
機
溶
剤
を
館
外
に
排
出
す
る
ダ

ク
ト
や
、
広
い
洗
い
場
な
ど
、
必
要
な

基
本
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
保
存
修
復
室
を
持
ち
、
専
門

家
が
職
員
と
し
て
所
属
し
て
い
る
国
内

の
美
術
館
は
、
現
時
点
で
、
実
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
20
年
前
の

２
０
０
５
年
に
開
館
し
た
長
崎
県
美
術

館
は
、
全
国
の
美
術
館
の
中
で
も
、
比

較
的
早
く
、
館
内
で
修
復
を
行
う
体
制

を
整
え
て
き
た
美
術
館
な
の
で
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
美
術
館
の
前

身
で
あ
る
長
崎
県
⽴
美
術
博
物
館

（
１
９
６
５
年
開
館
、
２
０
０
２
年
閉

館
）
に
お
け
る
、
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

修
復
事
業
が
あ
る
よ
う
で
す
。
須
磨
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
現
在
は
長
崎
県
美
術

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
柱
の
一
つ
で
す

が
、
そ
の
収
集
は
、
長
崎
県
⽴
美
術
博

物
館
が
１
９
７
０
年
4
月
に
、
須
磨
弥

吉
郎
（
１
８
９
２

－

１
９
７
０
）
か
ら

ス
ペ
イ
ン
絵
画
の
寄
贈
を
受
け
た
こ

と
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

こ
の
年
の
10
月
か
ら
継
続
的
に
絵
画
、

彫
刻
の
修
復
が
県
外
の
修
復
家
に
依

頼
さ
れ
て
き
ま
し
た
（
註
１
）。
さ
ら
に
、

１
９
９
５
年
の
追
加
収
蔵
に
よ
り
5
カ

年
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
修
復
事
業
を
契

機
に
（
註
２
）、
美
術
博
物
館
の
別
館
１
階

に
修
復
室
が
設
置
さ
れ
（
註
３
）、
館
内
で

修
復
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
崎
県
⽴
美
術
博
物
館
か
ら
、
須
磨

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
近
現
代
の
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
引
き
継
い
だ
長
崎
県
美
術

館
で
は
、
開
館
当
初
よ
り
保
存
修
復
室

に
お
い
て
、
数
々
の
作
品
が
県
内
の
修

復
家
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
２
０
２
４
年
か
ら
は
新
た
に
保
存

を
専
門
と
す
る
筆
者
が
職
員
に
加
わ

り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
存
活
動
に
よ

り
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

【
彭
城
貞
徳
《
秋
の
夕
暮
》
の
修
復
】

　

現
在
、
保
存
修
復
室
で
は
２
０
２
４

年
に
新
収
蔵
さ
れ
た
油
彩
画
、
彭
城
貞

徳
（
１
８
５
８

－

１
９
３
９
）《
秋
の

夕
暮
》の
修
復
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

彭
城
貞
徳
は
幕
末
に
長
崎
の
唐
通
事

の
家
系
に
生
ま
れ
、
明
治
前
期
に
高
橋

由
一
（
１
８
２
８

－

１
８
９
４
）
の
主

宰
す
る
画
塾
・
天
絵
楼
（
の
ち
天
絵
社

と
改
名
）
と
明
治
政
府
が
設
⽴
し
た
工

部
美
術
学
校
で
油
彩
技
術
を
学
び
ま

し
た
。《
秋
の
夕
暮
》
は
縦
横
が
80
×

１
５
５
㎝
ほ
ど
の
油
彩
画
で
、
制
作
時

期
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
裏
か
ら

洋
紙
で
裏
打
ち
さ
れ
補
強
さ
れ
る
な

ど
、
私
た
ち
が
現
在
目
に
す
る
油
彩
画

の
形
態
と
は
大
き
く
異
な
る
一
方
で
、

１
０
０
年
以
上
が
経
過
し
て
な
お
、
堅

牢
な
油
絵
具
の
状
態
が
よ
く
保
た
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
末
か
ら
明

治
前
期
に
か
け
て
油
彩
画
技
術
を
学
ん

だ
画
家
た
ち
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特

徴
で
あ
る
と
と
も
に
、
彭
城
の
技
術
力

の
高
さ
を
物
語
る
も
の
で
す
。

　

修
復
の
過
程
で
技
法
の
特
徴
も
明
ら

か
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
修
復

完
了
後
は
ま
た
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
で
き

る
機
会
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ワニス除去中の油彩画。
褐色に変色したワニスが汚れとと
もに取り除かれ、下層から明るい
色彩が現れている。

保存修復室で修復中の《秋の夕暮》。

（
註
１
）『
20
年
の
あ
ゆ
み　

昭
和
40
年

－

昭
和
60

年
』
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
、
１
９
８
６
年

３
月
、P.22,35

（
註
２
）
福
島
三
喜
男
ほ
か
『
長
崎
県
立
美
術

博
物
館
閉
館
記
念
誌
』、
２
０
０
２
年
12
月
、

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
、P.169-174

　
「
ス
ペ
イ
ン
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画　

よ
み
が

え
る
名
画
」、『
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
だ
よ

り
』
第
１
３
８
号
、
１
９
９
５
年
10
月
、
長

崎
県
立
美
術
博
物
館
、P.2

（
註
３
）「

－

常
設
館
よ
り

－

須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
'98
修
復
完
了
展
」『
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
だ

よ
り
』
第
１
６
１
号
、
１
９
９
９
年
５
月
、
長

崎
県
立
美
術
博
物
館
、P.3
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【
し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
の
歴
史
】

　

紀
元
前
の
「
醬ひ
し
お」
と
い
う
発
酵
調
味

料
が
醬
油
の
前
身
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
は
稲
作
が
本
格
化
す
る
と

同
時
に
魚
醤
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
古
く
は
中
国
大
陸

か
ら
伝
え
ら
れ
、「
醬
」
の
文
字
が
記

録
と
し
て
現
れ
る
の
は
7
世
紀
以
降
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
よ
り
固
形
で
兵
糧
に

も
な
る
「
味
噌
」
が
調
味
料
と
し
て
使

わ
れ
始
め
、室
町
時
代
に
な
り
、「
醬
油
」

の
記
述
が
登
場
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
近
畿
地
方
に
醬
油
の
産
地

が
形
成
さ
れ
、
日
本
全
国
に
広
ま
っ
て

い
く
事
に
な
り
、
今
で
は
日
本
人
に

と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
調
味
料

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
チ
ョ
ー
コ
ー
の
創
業
】

　

チ
ョ
ー
コ
ー
醬
油
株
式
会
社
は
製
造

を
担
う
「
長
工
醬
油
味
噌
協
同
組
合
」

を
母
体
と
し
、
食
品
卸
売
業
を
営
ん
で

い
ま
す
。

　

現
在
は
商
品
製
造
を
担
う
「
長
工
醬

油
味
噌
協
同
組
合
」、
工
場
と
九
州
内

の
支
店
間
で
商
品
運
搬
を
担
う
「
長

工
運
輸
有
限
会
社
」、
販
売
を
担
う

「
チ
ョ
ー
コ
ー
醬
油
株
式
会
社
」
の

３
社
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
企
業
の
中
の

1
社
で
す
。

　

販
売
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
飲
食
店
や
小
売
店
、
個
人
の

お
客
様
と
関
わ
る
こ
と
も
多
く
、
通

常
「
チ
ョ
ー
コ
ー
」
と
言
う
と
カ
タ
カ

ナ
で
表
記
す
る
販
売
会
社
の
「
チ
ョ
ー

コ
ー
醬
油
」
を
想
像
さ
れ
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。

　

社
員
も
90
数
名
と
特
に
規
模
が
大
き

い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
長
崎

を
始
め
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の

お
か
げ
で
こ
れ
ま
で
営
業
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
、
今
年
で
創
業
84
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

創
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
昭
和
16
年

（
１
９
４
１
年
）
6
月
、
長
崎
の
醬
油
・

味
噌
を
生
業
と
す
る
29
軒
が
集
ま
り
、

長
崎
醬
油
味
噌
醸
造
工
業
組
合
が
設
⽴

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
１
９
３
９
年
に

始
ま
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
の
長
期
化

に
よ
り
、
従
業
員
の
応
召
が
相
次
ぎ
、

女
性
従
業
員
の
比
率
が
増
え
た
こ
と
、

醬
油
・
味
噌
の
原
料
と
な
る
小
麦
や
大

豆
が
配
給
制
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ

ま
で
各
々
で
製
造
・
販
売
し
て
い
た
こ

と
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
事
が

大
き
な
理
由
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
な
設
備
な
ど
な

く
、
全
て
の
製
造
工
程
で
仕
込
み
の
た

め
の
原
料
処
理
を
始
め
と
す
る
作
業

や
、
販
売
の
た
め
に
醬
油
・
味
噌
を
運

ぶ
作
業
な
ど
、
肉
体
的
に
負
担
が
か
か

る
業
務
は
男
性
が
主
と
な
っ
て
⼿
作
業

で
行
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
男
性
で
も

肉
体
的
に
負
担
の
大
き
い
業
務
を
女
性

中
心
で
こ
な
し
て
い
く
の
は
体
力
的
に

非
常
に
大
変
だ
っ
た
と
想
像
し
ま
す
。

　

ま
た
、
配
給
制
と
い
う
限
ら
れ
た
原

料
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
が
少
な
い
中
で
仕
込

ん
だ
諸
味
の
温
度
管
理
を
す
る
な
ど
の

業
務
は
、失
敗
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、

精
神
的
に
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
と
な
っ
て
は
、
そ
う
い
っ
た
環

境
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が

協
業
へ
進
ん
だ
こ
と
は
至
っ
て
当
た

り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
の
方
々

の
判
断
の
結
果
、
今
の
チ
ョ
ー
コ
ー

へ
繋
が
っ
て
い
る
と
思
え
ま
す
が
、

協
業
に
携
わ
っ
た
方
々
は
、
こ
れ
ま

で
商
売
敵
だ
っ
た
同
業
他
社
と
の
協

業
は
心
中
穏
や
か
で
な
く
、
多
く
の

障
害
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
ご
苦
労

も
多
か
っ
た
と
想
像
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
一
般
に
お
伝
え
す
る

チ
ョ
ー
コ
ー
創
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

実
は
前
史
が
あ
り
、
今
で
は
長
崎
市
内

の
業
者
は
弊
社
1
社
で
す
が
、
大
正
12

年
（
１
９
２
３
年
）
ま
で
に
は
、
第
一
次

昭和時代の大村工場（醬油）

西坂町当時の醬油工場

現在の西坂町本社社屋

チョーコー醬油 株式会社
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世
界
大
戦
の
好
況
も
あ
り
、
業
者
数
が

68
軒
に
ま
で
増
え
る
ほ
ど
、
長
崎
市
内

の
醬
油
味
噌
業
界
は
活
況
で
し
た
が
、

遡
る
こ
と
明
治
18
年
（
１
８
８
５
年
）、

長
崎
県
下
で
最
初
の
醬
油
味
噌
業
界
の

組
合
と
な
る
「
長
崎
商
組
合
」
が
設
⽴

さ
れ
、そ
の
後
明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）

「
長
崎
醬
油
製
造
組
合
」の
設
⽴
を
経
て
、

昭
和
8
年
（
１
９
３
３
年
）
長
崎
市
内
の

醬
油
業
界
有
志
に
よ
る
「
長
崎
醬
油
味

噌
醸
造
工
業
組
合
」
と
紆
余
曲
折
が
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
変
遷
を
経
て
、
長
崎

県
内
か
ら
徐
々
に
範
囲
を
狭
め
、
長
崎

市
内
の
業
者
間
で
の
連
携
を
保
と
う
と

し
た
経
緯
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
知
る
限
り
、
最
大
で
県
内
の
42

名
の
方
々
が
協
調
路
線
を
歩
も
う
と
さ

れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、
昭
和
16

年
（
１
９
４
１
年
）
の
長
工
醬
油
味
噌

協
同
組
合
の
創
業
へ
と
繋
が
り
、現
在
、

最
終
的
に
は
20
軒
の
協
同
組
合
組
織
と

し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

【
販
売
路
線
の
拡
大
】

　

当
時
の
製
造
は
、
駒
場
工
場
・
坂
本

町
工
場
・
御
船
町
工
場
・
桜
馬
場
工
場
・

古
町
工
場
・
紺
屋
町
工
場
で
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）

8
月
9
日　

11
時
2
分
、
長
崎
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
駒
場
・
坂
本
・
御

船
の
三
工
場
が
全
滅
し
、
従
業
員
21
名

の
殉
職
と
社
員
の
ご
家
族
達
も
大
勢
が

犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
翌
年
に
は
御
船
（
現
在
の
西
坂
町　
本
社

所
在
地
）
で
の
工
場
新
設
に
動
き
出
す
と

と
も
に
、そ
の
後
、諫
早（
現
在
の
諫
早
駅
裏
、

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
場
所
）
に
味
噌
工
場
を

建
設
し
、
醬
油
・
味
噌
の
生
産
も
軌
道
に

乗
っ
て
き
ま
し
た
。

　

販
売
部
門
で
も
、
昭
和
25
年
以
降
に

諫
早
・
五
島
・
佐
賀
・
佐
世
保
と
拠
点

を
増
や
す
と
と
も
に
、
沖
縄
へ
味
噌
の

輸
出
も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
小

倉
・
天
草
・
福
岡
と
拠
点
を
増
や
し
、

九
州
で
の
販
売
網
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
が
、
大
き
な
転
機
と
な
っ
た

の
は
昭
和
38
年
の
東
京
進
出
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

先
輩
方
か
ら
は
長
期
間
、
採
算
が
合

わ
ず
、
何
度
と
な
く
撤
退
も
検
討
さ
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
の
期
間
中
に

某
百
貨
店
の
Ｐ
Ｂ
商
品
発
売
を
き
っ
か

け
に
、
い
ろ
い
ろ
な
小
売
店
で
の
取
り

扱
い
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

　

当
時
は
、
戦
後
の
影
響
も
⾊
濃
く
残

り
、
も
と
も
と
醬
油
・
味
噌
は
無
添
加

だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
物
資
不
足
か

ら
醬
油
・
味
噌
も
早
急
な
供
給
を
求
め

ら
れ
、
ア
ミ
ノ
酸
を
使
用
し
た
商
品
が

流
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
弊
社
が
い
ち

早
く
元
来
の
ア
ミ
ノ
酸
を
使
用
し
な
い

醬
油
に
戻
し
、
そ
の
発
売
を
東
京
で
始

め
た
こ
と
か
ら
、「
高
級
・
付
加
価
値

（
こ
だ
わ
り
）
商
品
」
の
メ
ー
カ
ー
と
の

イ
メ
ー
ジ
が
着
き
、
百
貨
店
や
高
級

ス
ー
パ
ー
、
健
康
食
品
の
店
舗
や
メ
ー

カ
ー
へ
と
販
路
を
増
や
し
て
い
き
ま
し

た
。
当
時
の
東
京
支
店
の
方
々
は
休
み

な
ど
関
係
な
く
、
取
引
先
や
顧
客
を
増

や
す
た
め
、
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
た

そ
う
で
、
そ
の
頃
の
先
輩
方
の
ご
苦
労

が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
後
も
広
島
・
大

阪
・
名
古
屋
・
仙
台
・
札
幌
と
拠
点
を

増
や
し
た
結
果
、
今
で
は
長
崎
県
内
の

売
上
比
率
は
35
％
ほ
ど
に
な
り
、
全
体

の
約
40
％
は
本
州
で
⾊
々
な
方
々
に
ご

愛
顧
頂
く
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
取
り
組
み
と
こ
れ
か
ら
】

　

１
９
５
５
年
、
全
国
で
醬
油
メ
ー

カ
ー
は
６
，
０
０
０
社
（
最
大
８
，

５
０
０
社
の
時
代
も
あ
っ
た
そ
う
で

す
）
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
４
年
時
点
で
は
１
，
０
３
２
社

に
ま
で
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
、
背

景
に
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
共
働
き

に
よ
る
料
理
の
機
会
減
少
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
、
ご
夫
婦
と
も
に
働
か

れ
て
い
る
方
が
多
く
、
忙
し
い
中
で
時

間
短
縮
の
た
め
、
昔
の
よ
う
に
「
こ

い
く
ち
」「
う
す
く
ち
」「
味
噌
」「
砂

糖
」「
み
り
ん
」「
料
理
酒
」「
酢
」
な

ど
を
、い
ろ
い
ろ
な
料
理
に
使
っ
た
り
、

⼿
間
暇
を
か
け
て
出
汁
を
と
る
機
会
な

ど
が
減
っ
て
い
ま
す
。
代
わ
り
に
増
え

て
い
る
の
が
、
希

釈
倍
率
を
変
え
る

だ
け
で
⾊
々
な
メ

ニ
ュ
ー
に
使
え
る

「
だ
し
入
り
」
の

醬
油
・
味
噌
や
つ

ゆ
な
ど
で
す
。

　

国
内
で
は
、
人

口
減
少
や
料
理
の

機
会
が
減
る
こ
と

で
、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
の
フ
レ
ー

バ
ー
や
用
途
の
商
品
が
増
え
て
き
ま
し
た

が
、
健
康
志
向
な
ど
海
外
で
身
近
に
な
り

つ
つ
あ
る
日
本
食
に
よ
り
、
国
内
の
多
く

の
調
味
料
が
、
逆
に
海
外
の
国
々
で
使
用

さ
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
実

際
、
ぽ
ん
酢
や
白
だ
し
等
は
、
海
外
で
も

日
本
語
と
同
じ
発
音
で
通
じ
る
こ
と
に
驚

か
さ
れ
ま
す
。

　

以
前
よ
り
、
海
外
へ
の
輸
出
に
対

し
、
少
し
ず
つ
環
境
も
整
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
国
の
政
策
に
よ

る
食
品
の
輸
出
拡
大
の
流
れ
の
中
、
補

助
金
の
活
用
も
し
や
す
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
弊
社
で
は
２
０
０
６
年
に
大

連
に
代
理
店
が
で
き
ま
し
た
が
、
実
は

１
９
７
１
年
頃
か
ら
既
に
オ
ラ
ン
ダ

へ
醬
油
・
味
噌
の
輸
出
を
始
め
て
お

り
、
中
国
を
始
め
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸
出
も
行
っ
て
お

り
、
日
本
の
人
口
減
少
な
ど
を
考
え
、

輸
出
量
を
確
実
に
増
や
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
創
業
80
周
年
を
き
っ
か
け

に
そ
れ
ま
で
の
「
健
康
と
美
味
し
さ
を

お
届
け
す
る
」と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を「
美

味
し
い
笑
顔
の
そ
の
先
へ
」
と
一
新
し

ま
し
た
。

　

人
が
集
ま
る
場
面
で
は
料
理
は
欠
か

す
こ
と
の
出
来
な
い
ア
イ
テ
ム
と
し
て

主
役
を
担
う
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
調
味
料
の
製
造
・
販
売

を
通
し
て
、
人
が
集
ま
る
賑
や
か
で
笑

顔
溢
れ
る
場
面
に
陰
な
が
ら
お
⼿
伝
い

し
続
け
る
た
め
日
々
、
安
心
で
安
全
な

調
味
料
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

現在の大村工場（醬油）外観
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の お 知 ら せ

～法人会入会のメリット～

長崎法人会にご入会なされますと、法人会の事業活動による数々のメリット
をお受けになることができます。
お申込みはカンタン！ホームページの「入会申込フォーム」に必要事項を入力
し、送信ください。

「法人会 入会のご案内」

福利厚生制度
 ● 会員企業なら１人からでも保険料の割引適用
　　企業向け
　 ＜もしもの企業防衛に＞
　　 経営者大型保障制度･･･経営者や従業員の病気・事故による死亡・高度障害・入院・通院等を

国内外を問わず保障します。割安な保険料でしかも企業が負担した
保険料は一定要件のもと損金算入可能です。

　 ＜災害に備えて＞
　　 ビ ジ ネ ス ガ ー ド･･･企業のさまざまなリスクをサポートする「アットワークハイパー任意

労災」、「STARs」、「個人情報漏洩対策プラン」、「プロパティーガード」
等をご用意しています。

　　個人向け
　 ＜がん、入院や手術、病気やケガで働けなくなった時に備えて＞
　　 法人会がん保険、法人会医療保険、法人会給与サポート保険

公開講演会・経営関連セミナー
 ● 知名士・各界の専門家等を招いて現状に
マッチした講演会や経営コンサルタント等
による企業戦略セミナー

税に関する研修会・講習会
 ● 税制改正研修会
 ● 新設法人研修会
 ● 決算期法人税等説明会
 ● 法人税研修会（シリーズもの）
 ● 税務・財務入門研修会（シリーズもの）

税制改正要望に関する
 ● 研究会
 ● 意見具申
 ● 要望

機関紙・会報誌の発行
 ● （公財）全法連季刊誌「ほうじん」
 ● （公社）長崎法人会広報紙「いしだたみ」
 ● 税務経営に必要な情報のお知らせ
   （会員無料　年４回発行）

優良図書の配布
 ● 税務・経営・労務関係図書

ログインＩＤ nagasaki パスワード 8091

会員
無料 インターネット・セミナー

・従業員の方も直接ご利用いただけます。
・視聴は無料です。
・一流の講師陣による豊富なセミナーが
  満載です。

■経営 ■実務家 ■労務 ■税務・経理 ■法律 ■政治・経済 ■研修・人材育成 ■著名人 ■環境・高齢化 ■健康・ライフスタイル

・ミッショントーク 自社の魅力の上手な伝え方
  ～前編（基本編）～
・コミュニティ経営のすすめ
・江戸最大のヒットメーカー・蔦屋重三郎に学ぶ経営戦略
・成功事例から学ぶ！　昇給・増益マネジメント

主
な
セ
ミ
ナ
ー

セミナーは
受講したいけど

忙しくて時間がない！

24 時間いつでも
ご利用いただけます。

継続的に
社員研修を行いたい！

勉強会（社内研修）
などにご活用
いただけます。

受講したいセミナーが
開催していない！

7００本以上の
豊富なラインアップから
自由に選べます。

こん
な方

に

最適
です

会員の方は700タイトル以上のセミナーが無料で受講できます

　法 人 会 か ら   の お 知 ら せ
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法 人 会 か ら 
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をお受けになることができます。
お申込みはカンタン！ホームページの「入会申込フォーム」に必要事項を入力
し、送信ください。

「法人会 入会のご案内」

福利厚生制度
 ● 会員企業なら１人からでも保険料の割引適用
　　企業向け
　 ＜もしもの企業防衛に＞
　　 経営者大型保障制度･･･経営者や従業員の病気・事故による死亡・高度障害・入院・通院等を

国内外を問わず保障します。割安な保険料でしかも企業が負担した
保険料は一定要件のもと損金算入可能です。

　 ＜災害に備えて＞
　　 ビ ジ ネ ス ガ ー ド･･･企業のさまざまなリスクをサポートする「アットワークハイパー任意

労災」、「STARs」、「個人情報漏洩対策プラン」、「プロパティーガード」
等をご用意しています。

　　個人向け
　 ＜がん、入院や手術、病気やケガで働けなくなった時に備えて＞
　　 法人会がん保険、法人会医療保険、法人会給与サポート保険

公開講演会・経営関連セミナー
 ● 知名士・各界の専門家等を招いて現状に
マッチした講演会や経営コンサルタント等
による企業戦略セミナー

税に関する研修会・講習会
 ● 税制改正研修会
 ● 新設法人研修会
 ● 決算期法人税等説明会
 ● 法人税研修会（シリーズもの）
 ● 税務・財務入門研修会（シリーズもの）

税制改正要望に関する
 ● 研究会
 ● 意見具申
 ● 要望

機関紙・会報誌の発行
 ● （公財）全法連季刊誌「ほうじん」
 ● （公社）長崎法人会広報紙「いしだたみ」
 ● 税務経営に必要な情報のお知らせ
   （会員無料　年４回発行）

優良図書の配布
 ● 税務・経営・労務関係図書

ログインＩＤ nagasaki パスワード 8091

会員
無料 インターネット・セミナー

・従業員の方も直接ご利用いただけます。
・視聴は無料です。
・一流の講師陣による豊富なセミナーが
  満載です。

■経営 ■実務家 ■労務 ■税務・経理 ■法律 ■政治・経済 ■研修・人材育成 ■著名人 ■環境・高齢化 ■健康・ライフスタイル

・ミッショントーク 自社の魅力の上手な伝え方
  ～前編（基本編）～
・コミュニティ経営のすすめ
・江戸最大のヒットメーカー・蔦屋重三郎に学ぶ経営戦略
・成功事例から学ぶ！　昇給・増益マネジメント

主
な
セ
ミ
ナ
ー

セミナーは
受講したいけど

忙しくて時間がない！

24 時間いつでも
ご利用いただけます。

継続的に
社員研修を行いたい！

勉強会（社内研修）
などにご活用
いただけます。

受講したいセミナーが
開催していない！

7００本以上の
豊富なラインアップから
自由に選べます。

こん
な方

に

最適
です

会員の方は700タイトル以上のセミナーが無料で受講できます

　法 人 会 か ら   の お 知 ら せ
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はじめよう︕
ダイレクト納付︕

06.06

e-Taxを利⽤して電⼦申告・徴収⾼計算書データの送信⼜は納付情報登録依頼をした後に、
簡単な操作で、あらかじめ届出をした預貯⾦⼝座からの振替により、即時⼜は指定した期⽇
に納付することができる便利な電⼦納税の⼿段です。

ダイレクト納付とは・・・

納付⽇の指定が
できて便利︕

全て⾃宅や会社で
納付が完了︕

利⽤に当たり
⼿数料は不要︕

① 事前準備からダイレクト納付⼿続まで

源泉所得税の徴収⾼計算書を例に、ダイレクト納付を利⽤する
ための事前準備から、実際の納付⼿続までを動画（YouTube）で
紹介中!!

福岡国税局・税務署

※インターネットバンキングの契約は不要です。

② ⾃動ダイレクトについて（令和６年４⽉開始）NNeeww︕

※ 法定納期限当⽇に申告した場合は、翌取引⽇となります。
・・・・

動画はコチラ ☞

③ 地⽅税のダイレクト納付について
eLTAX（地⽅税ポータルシステム）を利⽤することで、住⺠
税特別徴収分等の地⽅税についても、ダイレクト納付をはじめ
としたキャッシュレス納付が利⽤可能です。
eLTAXの利⽤⼿続や納付⽅法は動画をご覧ください。

詳細はコチラ ☞ （国税庁HP）

（eLTAX 動画コーナー）動画はコチラ ☞

e-Taxで申告書等データを送信する際に、「⾃動ダイレクトを
利⽤する」旨の項⽬にチェックをするだけで、申告書等データ
の送信と併せてダイレクト納付の⼿続が可能です。
⾃動ダイレクトを利⽤した場合の⼝座引落⽇は、法定納期限

（※）となります。

（YouTube）
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～講師コメント～ ～講師コメント～

法人税編（８回シリーズ）超入門編（３回シリーズ）

　今回の研修会では、個別論点を
重点に解説いたします。個別論点
として給料手当・役員報酬・固定
資産・繰延資産・受取配当等の取
扱いについて学習します。その他
青色申告制度による特典・法人税
法の優遇税制・令和７年の税制改
正を中心に理解を深めていただけ

ればと考えております。ある程度経理や簿記の知識
がある方を対象としており、難しい話もありますが、
なるべく理解ができるように尽力いたします。
　皆様のご参加を心よりお待ちしております。

講師 : 小山　翔氏

スケジュール表
１回目 ７月２日（水） 会計とはなにか
２回目 ７月９日（水） 決算書の作り方
３回目 ７月17日（木） 決算書の見方

スケジュール表
１回目 ７月24日（木） 給料手当・役員報酬

２回目 ７月30日（水） 固定資産（減価償却費）・繰延資産
３回目 ８月６日（水） 交際費・寄付金
４回目 ８月20日（水） 受取配当金

５回目 ８月27日（水）
特別な事由が生じた場合
の取扱い（貸倒損失・
評価損計上）

６回目 ９月３日（水） 青色申告の特典（青色欠損金など）
７回目 ９月10日（水） 法人税の優遇措置
８回目 ９月18日（木） 令和７年度税制改正

　今回の研修会では、会計の基礎
を確認していきます。いままで会計
に触れたことのない方を対象とし
て、会計の基本である仕訳や複式
簿記の仕組み、決算書の作成方法
から見方までをできるだけ簡単にわ
かりやすく説明していきます。
　会計や決算書が、会社や事業に

おいてどのように役立っているのか、興味をもっていた
だけるように説明していきますので、よろしくお願い致
します。
　会計や簿記について触れたことのない方、苦手意識
をお持ちの方など皆様のご参加をお待ちしております。

講師 : 小島竜之介氏

スケジュール表
１回目 ９月22日（月）消費税のあらまし
２回目 10月15日（水）課税区分など
３回目 10月23日（木）計算方法など
４回目 10月29日（水）インボイス制度など

消費税編（４回シリーズ）

　消費税は日常生活の中で幅広く
課される税金です。業務の上でも
様々な形で発生するため、その知
識はとても大事なものです。今回
の研修会では、消費税のあらまし
から始まり、どのように課税され
るのか、日々の業務上どのように

関わってくるのかを説明します。簡単な問題や事例
を通じて、受講者の方々に少しでも理解していただ
けるよう努めます。よろしくお願い致します。

講師 : 近藤泰彰氏

その他の研修会
４月16日（水） 決算期法人税等説明会
４月24日（木） 新設法人説明会
６月19日（木） 決算期法人税等説明会
10月16日（木） 決算期法人税等説明会
12月３日（水） 新設法人説明会
１月14日（水） 決算期法人税等説明会

～講師コメント～



（公社）長崎法人会だより⒄

　税務の専門家ではない、当会青年部会租税教育委員会を主体として、青年

部会員が事前に税の学習をした上で、毎年10校程度学校訪問し小学６年生

に対し租税教育を行っています。

　今年はアシスタント役として多くの新しいメンバーに参加してもらい、租

税教室を経験して次期講師役養成を行いつつ、みんなが払っている税金がど

んな事に使われているのか、税金がなくなるとどう生活が変わるのかをアニ

メのDVD「マリンとヤマト 不思議な日曜日」を視聴して、児童とともに税

金の使われ方等を学習しました。

租税教室開催

　全国的に寒波の影響で雪が降る中、2月5日ホテルニュー長崎

において青年部会主催の新春公開講演会『大丈夫だよ、がんばろ

う！』が開催されました。

　講師に、乳がんとの闘病を克服された山田邦子さんをお招きし

ました。

　会場には多くの一般市民の方にお集まりいただき、山田邦子さ

んが入場すると盛大な拍手が喝采しました。

　講話では、ご自身の経験をお話ししていただき、笑顔の大切さ

を会場の皆様にわかりやすくお伝えしていただきました。会場に

参加した方々の緊張を和らげる気遣いと心遣いが山田邦子さんの

人柄を感じる講話となりました。参加された方々に歌を歌ってい

ただいたり、終始会場には笑顔が溢れていました。

　講演の最後には、新曲の『しあわせの青い鳥』を披露していた

だき、会場に集まった皆様に生きる力を与えていただきました。

運営に携わった青年部会の面々も人として大切なことを改めて考

えるきっかけになったと思います。

青年部会地域貢献活動報告
 新春公開講演会開催

　　大丈夫だよ、頑張ろう 講師：お笑いタレント　山田 邦子 氏　　　

日時  : 令和７年２月５日（水）
場所 : ホテルニュー長崎

開催日 学校名

６月４日（火) 茂木小学校 (26名)

６月５日（水) 小島小学校 (53名)

６月７日（金) 古賀小学校 (50名)

６月10日（月) 晴海台小学校 (30名)

６月13日（木) 深堀小学校 (33名)

６月17日（月) 西山台小学校 (25名)

６月18日（火) 聖マリア学院小学校 (18名)

６月25日（火) 大園小学校 (64名)

６月28日（金) 日見小学校 (53名)

７月２日（火) 諏訪小学校 (65名)

租税教室実施一覧表
令和 6 年度
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健康保険料率 

1100..4411％％  

介護 

保険料率 

電電話話：：009955--882299--66000000（（代代表表））  
（受付時間/平日 8：30～17：15）  

〒850-8537 長崎市大黒町 9-22 大久保大黒町ビル本館 8 階 

10.17％ 

※ 任意継続被保険者の方は、令和7年4月分（4月納付分）から保険料率が変わります。 

※ 40歳から 64歳までの方は、健康保険料率に全国一律の介護保険料率が加わります。 

 
TEL：095-829-6000（代表） 

1.60％ 

 協会けんぽ  検 索 

介護保険料率 

1.60％ みみななささままがが自自分分ららししくく安安心心ししてて働働けけるるよよううにに。。 

協協会会けけんんぽぽはは、、働働くくああななたたののそそばばににいいまますす。。  

11..5599％％  

協会けんぽ長崎支部の保険料率変更のご案内 

※ 任意継続被保険者の方は、令和 7年 4 月分（4 月納付分）から保険料率が変わります。 

※ 40 歳から 64 歳までの方には、健康保険料率に全国一律の介護保険料率が加わります。 

◆詳しくは、協会けんぽＨＰをご確認ください。 

11..5599％％  

令令和和 77年年 33月月分分（（44月月納納付付分分））以以降降  

https://www.kyoukaikenpo.or.jp/ 

協会けんぽ長崎支部より加入者の皆様へ、保険料率変更のご案内 

健康 

保険料率 

保保険険料料率率ににつついいててのの特特設設ササイイトトははここちちらら▶▶ 

保険料率は都道府県支部ごとの医療費水準等に 

基づき決定しています。 

10.17％ 1100..4411％％  

協会けんぽ長崎支部の健康保険料率と介護保険料率が 

令和 7 年 3 月分（4 月納付分）から変更となります。 

令令和和 77 年年 33 月月分分（（44 月月納納付付分分））以以降降  



（公社）長崎法人会だより ⒅

会務日誌 （令和６年12月〜７年３月）

会　議 ・ 事　業　名 開催月日 参加人員 テ ー マ ・ 事　業　内　容

税制改正提言
税制改正提言
青年部会　経営関連セミナー・懇親会

女性部会新年会
総務委員会（第３回）
決算期別法人税等説明会（１・２・３月）
事業研修委員会（第２回）
長崎優良申告法人会理事会・総会・懇談会
広報委員会（第３回）
正副会長会議
新春公開講演会

青年部会社会貢献委員会（第６回）
福岡国税局調査課所管法人税務研究会
女性部会税務研修会

委員長会議
青年部会理事会（第２回）
組織委員会（第３回）

いのちの電話寄付贈呈

 6.11.10
 12. 4
 12.13

 7. 1.10
 1.14
 1.15
 1.20
 1.21
 1.23
2. 3
2. 5

2. 5
2.18
3. 5

3. 6
3. 6
 3.10
 

3.14

2
2
43

27
8
34
7
39
8
7
272

7
30
20

8
15
9

2

令和６年度税制改正提言書提出先　長崎市議会議長　毎熊�政直　氏
令和６年度税制改正提言書提出先　長崎市長　鈴木�史朗　氏
テーマ：取組事例に学ぶ「事業継続力強化」
　　　　　　　　　　　　　〜有事に役立つ対応力強化のポイント〜
講　師：独立行政法人�中小企業基盤整備機構�
　　　　　　　　　　　　　　　災害対策支援部長　長谷川�貴則　氏
会員相互の情報交換・懇親会
令和６年度決算見込み、令和７年度事業計画案、令和７年度収支予算案 他
法人税の概要（法人税・源泉所得税・消費税）講師：長崎税務署担当官
令和６年度研修事業について、令和７年度研修事業について　他
第44回定時総会議案の審議　他
広報紙「いしだたみ」令和７年４月１日号　編集会議
次年度役員�・委員会について、令和６年度決算見込みについて、令和７年度予算の件　他
テーマ：大丈夫だよ、がんばろう！　

講師：お笑いタレント　山田�邦子　氏
令和６年度事業終了反省会　他
（県連）福岡国税局研修
テーマ：『年収の壁や賃上げ、人材難にどう対応するか』
講　師：社会保険労務士法人ながさき�宝町事務所�

共同代表�副署長　山内�小百合氏
次年度委員会構成について�他
次年度体制検討　他
令和６年度会員増強運動の結果見込み、令和７年度会員増強運動方針に
ついて 他
いのちの電話寄付贈呈訪問　

藤岡事業研修委員長　事務局長参加　寄付額100万円

事務局だより

いのちの電話
（３月14日）

女性部会税務研修会
（３月５日）

決算期法人税等説明会
（１月15日）

令和７年４月１日発行
発行所（公社）長崎法人会事務局
長崎市桜町５番３号　　
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 〒850-0032 長崎市興善町2-24 長崎第一生命ビルディング8  F
 長崎支社
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長崎支社/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル4F）
TEL 095-826-0161

長崎支店/
長崎県長崎市桜町5-3（大同生命長崎ビル3F）
TEL 095-828-0881
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